
高校教員が模索する「波」の歴史 一高大の声を聞きなが ら一

中央大学附属横浜中学校 。高等学校 柴 泰登

はじめに

私は 2017年 8月 、マリ共和国を訪れる機会があった。そこで日の当たりにしたものは、首都バマコ

でも未舗装の道路、雨期なのに断水する水道、さらに地方に向かえばその水道す らなく、ガス・電気

などあらゆるインフラの無い生活があった。 しかし内戦が続 くマリに支援を行 う団体は少なく、最後

の夜、一介の旅行者でしかない私にガイ ドは脆き、「私たちを救ってほしい」と懇願 した。そうした体

験をしてから成田空港に戻ってきたとき、モノがあふれる豊かな「日本」との違いを私は改めて強く

意識した。

自分は、この世界状況に強い奇異の念を抱いた。「なぜこのような格差が生じているのか」自問せず

にはいられなかった。そして、高校教員としてこの現実を生徒に伝えていかなければならないと決心

した。                                   ′

しかし、日本における世界史教育の環境は悪化 している。内向きになつているといわれる日本人は、

若年層でも同じ傾向にあるのか、高校段階における「世界史 B」 の選択者数は年々減少の一途をたど

っている。ただし、この敬遠の風潮には「世界史は理解 しにくい」という技術的な問題も含まれてい

る。確かに、日本史と比べて単線的な構成となっていない世界史のカリキュラムは、教えている側か

らしても「生徒の理解に混乱をきたす」ことを覚悟して授業を展開しているという性恨たる思いがあ

る。

では、その原因は何か。一因には、世界史が 「1つ のス トーリー」にまとめられていないことにあ

ると思 う。大学の現場では、世界史は地域 。時代ごとに専門が細分化され、精緻な史料研究による実

証性を担保するために帰納法的な方法論が主流となつている。そ ういつた大学教員が主導して作られ

る教科書は、「全時代・全地域を教える」とい う命題を持つている高校段階の要求に応えられない場合

も生じているように思 う。しかし、大学の教員側が今の方法論を捨てて演繹的な手法で研究を行 うこ

とは、下手をすれば自らのキャリアを失いかねない危険な行為であることは、約十年間学究の世界に

も身を置いていた自分の経験から容易に想像がつく。だからこそ、高校教員がその間隙を埋めること

の価値が生じてくる。今回ここで紹介する「『波』の歴史」は、大学側の学究の成果 (お もにグローバ

ルヒス トリーを主題とした著作)を利用しながら高校側の教育の現実に対応する試みの一例である。

その目標は、中堅世代 として数年後ではなく「数十年後に世界史をどう教えたら良いのか」を考える

ことである。そ ういった面で、まだ構想段階の部分が多い未完成の発表である。その点はご容赦いた

だいたうえでご批評をいただけたら幸いである。

1「波」の歴史に至るまで

これまでにも、国家単位を超えた大きな単位で世界史を捉えようとした研究者は少なからずいた。

第二次世界大戦後に限っても、地中海をフィール ドとし、歴史を 3つの要素に分割して重層的に理解

しようとした F.ブ ローデルに始まり、国家間の横断的な関係性に着 日し、「中核」と「周辺」 (と 「半

周辺」)と いう概念で世界の構造を捉えようとした I.ウ ォーラーステインについては、ここで詳 しく

取 り挙げるまでもないだろう。そして、現在では「グローバルヒス トリー」と呼ばれるジャンルが確

立し、文明の発展を人間の個人の能力ではなく、環境を主因と考えて現実世界に生じている格差を説

明しようとしたジャレド・ダイアモンドなど、多くの論者が登場するようになった。
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そ ういった成果を活かして、気候的な変動を主因とする「長期の歴史」、社会的な変動を主因とする
「中期の歴史」、政治的な変動を主因とする「短期の歴史」に分けて重層的に世界史を理解し、これ ら

が 「文明化」 とい う無修の方向性に 「波打って」

説明 してい くことを私は試みることにした。

それに伴い、各地域・各時代で煩雑 になってい

る時代区分・地域区分についても再設定を行 うこ

とにした。まず時代区分についてであるが、従来

よく使われている「古代 。中世 。近世 。近現代」

とい う区分はそもそもルネサンス期のイタリアで

提唱された概念であ り、いわゆる 「ヨーロッパ」

とい う地域性の強いものである。そこで、私はグ

ローバル ヒス トリーに対応する新たな時代概念 と

して、私は表 1の ような新たな時代区分を提唱 し

た。歴史を 3区分す ることに対応 した 3種類の歴

史区分であり、これを全地域に適用す るのが特徴

と言える。

時代を区切 る基準は、長期の歴史の場合は気候

的な変化、中期の歴史の場合は社会的な変化、短

期の歴史の場合は政治的な変化が顕著な時期で区

切つている。例えば、中期の歴史の 「G―H間」・

向 か い に
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資本主義の萌芽がみられるとい う経済的な変化が

ある一方、ウィーン体制の崩壊によって国民国家

の形成が進展していくとい う政治的な変化も起こつている。

次に地域区分についてであるが、こちらも 3種類で地域区分を行い、長期の歴史に対応させる形と

した。その結果、小地域は 39(第 Ⅱ期に成立)、 中地域は 4(第Ⅲ期に成立)、 大地域は 1つ (世界、

第Ⅳ期に成立)に分割した。ここでは、中地域を示 した地図を例として挙げる (地 図 1)が、当時の

情勢を鑑みていずれの場合も境界地帯 (マ ージナル)な地域を設定しているのが特徴である。これら

は、当時の交通技術 (陸

海空)の 限界を

反映させてお り、

そ ういつた客観

性の高い根拠で

区分することに

より、 ヨーーロッ

パ中心史観 をこ

れまでよりも払

拭するものとな

っている。
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2「 波」の歴史の授業化の試み

前提 となる授業環境は以下の通 りである。

対象学年 :高校 3年  ※全範囲既習済み

参加生徒 :9名 (男 子 4名  女子 5名 )

授業時数 :50分 X4回

本校では、高校 3年の 3学期に、内部推薦が

内定 した生徒に対 して特別講座を行っている。

「大学のプ レゼ ミ」 とい う位置づけとい う意味

合いもあり、ブレインス トー ミングやバズセ ッ

ションのルールを説明 して、出来る限 り生徒主

体の授業体裁になるように心掛けた (写真 1)。

参加生徒には予習課題が課 されてお り、まず

「文明」に関 して持論を考え、個々人で時代区

分 と地域区分を行って くることになっていた。

(写真 2)。 その上でファシリテーターを決め、

参加生徒間で議論をさせて 自分たちな りに 「文

明の定義」「時代区分」「地域区分」をまとめさ

せた。

最初の文明の定義については、農耕や宗教な

どのキーワー ドが挙が り、そこか ら私が 「では

何故人類は文明を成立 させたのか」 と問いを深

めると「便利 さを求めた」「安定のため」 とい

った想定内の回答に加 え、「人 口が増えても殺 し

合いをしないため」 といった、グローバル ヒス

トリー論者が言及 している点にまで気付 く生徒

がお り、生徒たちは格差社会など文明の「副作

用」にまで触れていた。文明論についてここま

で論議が深まったことは、嬉 しい誤算であった

といえる。

一方で、時代区分 と地域区分については、私

が持っていない視点か らの面白い指摘があると

同時に 「欧米中心史観」か ら脱却できていない

様子も見 られた。今回は 「4つ に区分する」 と

い う前提条件を示 してお り、以下の結論が出た。

〔時代区分〕 (写真 3)

写真 1全 体的な様子

‐  _.1111

写真 2生 徒課題

写真 3時 代区分作業の様子

人類誕生← I期→文明誕生←Ⅱ期→ (西 )ロ ーマ帝国滅亡→Ⅲ期←第二次世界大戦→Ⅳ期→現在

「4つ」とい う指定があったため、Ⅱ期とⅢ期の期間が非常に長くなる結果となったが、議論の中で

は「大航海時代」「宗教改革」を時代の画期とするか否かが大きな話題 となっていた。しかし、いずれ

もヨーロッパ関連の事項であり、彼 らの興味・関心と既習事項のどこが定着したのかが明確に分かる
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結果となった。

〔地域区分〕

0ヨ ーロッパ   ・北米     0中 国

・アフリカと南米 ・オース トラリア

こちらは授業時数の関係上やや時間切れになってしま

つたが、この分割に至った経緯を説明すると、やはり生

徒の意識が如実に理解できる。

まず、生徒たちが論議したのは帝国主義時代に植民地化

「した側」か「された側」かというテーマであり、そのた
地図 2生徒による地域区分

めに「した側」であるヨーロッパがまず切 り離され (ロ シア全体がヨーロッパと見倣されているため、

シベ リアまで範囲が広がつている)、 次に「した側に『転じた』」北米が 1つ のまとまりとして区分さ

れた。さらに中国は「日本と関係の深い独特の地域」としての意味合いで区分され、残 りは「された

側」として「アフリカと南米」「オース トラリア」に分けられた (地図 2)。 結果として「5」 区分とな

つたのは、ファシリテーターの成長により、教員に地域区分の枠の増加を要求したからである。また、

地域区分の対象とされなかった地域 (東南アジア・南アジア・西アジア・オース トラリア以外のオセ

アニア)が存在することが、生徒たちの興味・関心の濃淡を示唆している。

おわ りに

本来は、授業を各時期 (I期 ～Ⅳ期)の事例研究にまで進め、さらに文章化する準備 としての章立

て、あるいは文章化のサンプル作成まで試みる予定であったが、自分の能力不足により不十分なまま

に終わった。まずはそこを課題 としたい。

しかし、新 しい学習指導要領案が提示され、また用語精選が新聞上などで話題になるなど「世界史

をどう教えるか」という問題は、ますます巷間でも注目される様相を見せている。従って、こうした

実験的な授業を積み重ね、講評でも提案されたように発表し、評価 される場が増えていくことは必須

であろう。また個人的な課題 としては、新たな時代区分・地域設定を行ったから故の各時代・各地域

の「名付け」や概念用語の「当てはめ」「創始」の問題が生じてお り、課題は山積 している。異なる発

達段階における授業実践をこれからも積み重ねていきながら、それらを解決 していきたい。

最後に、生徒の感想で複数の生徒が「第二次世界大戦勃発の可能性」に触れていたことを紹介する。

歴史を学び、現在の米中関係や北朝鮮問題について情報を得ている生徒たちは「未来の世界」を想像

する段階までに成長 したのだと言える。 しかし、その結果が「三度 目の大戦の予測」というのは非常

に多くの問題を手んでいると言わざるを得ない。また今回の研究発表では、最後に 「イースター島」

を話題に挙げさせていただいた。かつてイースター島は人類がたどり着いた時点では森林が存在 し、

最盛期には 1万人を超える人口がいたとされている。その中で有名なモアイ像も造られたのである。

しかし、(別説もあるが)人 口過剰による森林伐採 とい う環境破壊が人口の維持を不可能にし、人類が

到達してからわずか数百年で、現在のような、森林の存在 しない閑散とした島に変わり果ててしまっ

た。

翻って、現在の人類は「地球とい う単位」で同じ踊 り場に立っているのだとは言えないだろうか。

ここで環境破壊を続けていながら、ブレイクスルーを果たせなければ、人類は全体で滅びるであろう。

若い感性はその危険性に気付いて 「第二次世界大戦」という言葉を持ち出したのではないかと私は考

える。未来を担 う若い世代にそう危惧させない 「文明造 り」は、我々現役世代に課された重大なテー

.I
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マと言えるのではないだろうか。
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